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OECDグローバルサイエンスフォーラム(GSF)

• 加盟国・関係国の間で巨大研究インフラ(RI)の運営や国際協力を
議論するメガサイエンスフォーラム(MSF)を、科学技術政策委員
会(CSTP)下に設置 (1992年）。

研究インフラだけでなく、幅広い科学技術政策の課題を議論。

• GSFに改称（1999年）。科学教育や研究不正もテーマに。

• 現況
OECD加盟28ヶ国とEUがメンバー。OECD外の7ヶ国（中国、南
アフリカ等）も参加。

• 定期会合（春秋）
• 個別テーマ設定（4～6）
1～2年間の議論を経て、報告書作成

JST永野フェロー
提供資料を元に作成
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OECD GSF が実施中のテーマ

https://www.oecd.org/sti/inno/global-science-forum.htm#current-projects

https://www.oecd-ilibrary.org/docserver/fa11a0e0-
en.pdf?expires=1582167228&id=id&accname=guest
&checksum=B81C6DB66190A1082E22A03E56723C7F
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国内研究基盤の運用と利用の最適化
Optimising the operation and use of national research infrastructures

• NRIの利用効率を向上し、運営を改善・最適化するための政策と手段の特定
• 従来OECDは国際・大規模RI（加速器等）に焦点
• 多くのRIは、国レベルで資金拠出、運営、管理され、国内向けに利用提供
• 資金制約の中で、投資、更新など複雑化するポートフォリオを如何に管理するか

• 調査対象項目
• 利用者(user base$)の最適化：利用者維持・開拓、利用促進、次世代育成
• 設備のポートフォリオ管理：長期計画のためのツール、投資計画、ライフサイクル（閉鎖も含め
た）、NRI間・情報基盤間とのシナジー、資金調達（資産コスト・運用コスト）等

• 調査方法
• ベストプラクティスの特定
• 事例調査
• 政策提言・勧告→各国のNRIに関する基本戦略に反映することを期待

• 参加者（WSには、英仏独蘭白米加日韓カンボジアから）
• 政府関係者
• 資金提供機関
• NRI運営者

$All users (physical, virtual, and remote) of a facility, resource, or service, including secondary users of the data 
generated by an RI.

NRI

JST永野フェロー
提供資料を元に作成
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国内研究基盤の運用と利用の最適化
Optimising the operation and use of national research infrastructures

• スケジュール
• 2018年11月 第1回専門家会合
• 2019年 3月 第2回専門家会合
• 2019年 6月 第3回専門家会合
• 2019年 6月 第1回国際ワークショップ（英国ロンドン）
• 2019年 9月 第4回専門家会合
• 2019年11月 第2回国際ワークショップ（韓国ソウル）
• 2020年 1月 第5回専門家会合
• 2020年4-5月頃 政策提言公表（予定）

• 日本からの参加者
• 永野智己（JST CRDS） 専門家会合メンバー

• 藤田大介（NIMS 、ナノテクPF）第1回、第2回WS
• 野崎光昭（KEK）第2回WS
• 野村昌治（KEK）第2回WS
• 三田吉郎（東大VDEC 、ナノテクPF）第2回WS
• 木川隆則（理研、NMR-PF）第1回、第2回WS

• 田村嘉章（OECD GSF）第2回WS、専門家会合事務局

The Royal Society, London

The Sejong Center, Seoul
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顕在化した課題

• 利用者(user base:UB)の最適化（拡大）
• UBの追跡とその反映（支援と運営の向上、将来分野策定）の仕組み
• UB拡大には施設設備の強化・向上（のための資金）が必要
• 多様・柔軟な利用形態が望ましい
課題間（R&Dと外部利用、学術と産業）のバランスが課題

• 旅費・宿舎の支援は重要（多くのNRIが困っている）
• データ利用は課題多い
方針策定、コスト負担の明確化が必要

• ポートフォリオ管理
• （国レベルの）中長期的な戦略・ロードマップ策定が必要

NRI司令塔の必要性、科学技術基本計画への反映
• Stake holders#の関与、コミュニティ・出資者間の十分な議論
• 透明性の高い評価・意思決定の仕組み
• ライフサイクルコスト（資産・運転・停止）を考慮した持続性のあ
る予算システム

#Planners, funders, operators and primary users of RIs, and all others with an interest in the output of an RI, e.g. policy 
makers using data or regional authorities interested in local impact
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グッドプラクティス
• 米国：NSFのRI戦略ロードマップ

Bottom-up, Science-driven, Community input
手薄な中規模RI($20M-$70M)への投資強化（Mid-scale RI program）
https://nsfgov.home.blog/2019/09/27/not-too-big-not-too-small-mid-scale-research-infrastructure-awards-may-
be-goldilocks-research-support/

• 英国：UK Research and Innovation (>£7B/y)
7 research councils, Innovate UK, Research Englandを統合
長期RIロードマップを策定

• カナダ：Canada Foundation for Innovation (CFI) 
頭脳流出対策、CFI:地方政府+研究機関+民間=4:6で出資
17RIに投資。 Stake holderとして関与し、より良い管理運営を促す。

• 韓国：
大規模RIのロードマップ策定
RI最適化による投資効率最大化を目ざす（RI投資；R&D予算の5%）
National Research Facility Equipment Promotion Center (NFEC)設置 省庁横断組織
ZEUS (ZEUS.go.kr)による一元的管理（>KRW30M 約270万円の機器）
原則共用、重複投資削減、状況把握（利用、成果、評価指標）
再配置、ワンストップサービス提供

7



共用PFについて
• 現在（先端研究基盤共用促進事業）の状況

• PF内「ネットワーク構築」
• 「イノベーション創出のためのプラットフォームの形成」基本骨格

• 世界の状況・方向性
• イノベーション創出にRI活用が重要との共通認識
• RI戦略・ロードマップ策定 従来は国際的・巨大規模重視
• 経済状況悪化、限られた科学技術予算

• NRI （中規模）有効活用の重要性（再）認識
• OECD調査、米国NSF Mid-scale RI再投資

• （日本）3Cスキーム 先見の明
• NRIの課題（弱点） OECD分析

• 利用の最適化・拡大
• （日）他国に先行も、専門分野外不十分・要強化

• ポートフォリオ管理
• （日）弱点、要強化（国レベル＆NRIレベル）

• 利害関係者（政策立案、資金提供、運営管理、利用、等）の関与が
重要
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